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執筆者紹介
佐々木 隆宏（ささき たかひろ）非常勤講師 数学の基礎，生活の数学［数学教育，教員養成論］
○「算数数学科に特徴的な説明の型の構造を取り入れた説明活動:教員養成課程のための説明力を育成するための試み」（東京福祉
大学大学院紀要4巻2号 2014年3月）
○「数学教育における段階的教訓帰納の効果についての検討」（学苑893号 2015年3月）
○『理系なら知っておきたい数学の基本ノート［微分積分編］』KADOKAWA 2014年
○『高校で習った微分積分の本当の使い道』宝島社 2013年
○『理系なら知っておきたい数学の基本ノート［線形代数編］』中経出版 2010年
○『インド式超速★計算術』中経出版 2007年
徐 珉廷（そ みんじょん）特命准教授 韓国語イマージョン，韓国社会研究A，比較文化論，韓国現代史Ⅰ，国際地
域演習（韓国研究）等［認知言語学，日韓対照研究］
○『事態把握における日韓話者の認知スタンス』ココ出版 2013年
○『紫殿督焦税 廃析企繕尻姥（事態把握の韓日対照研究）』薦戚裳松（J＆C） 2010年
○「日韓母語話者と韓国人日本語学習者の 事態把握シナリオ作成法調査の結果から」（学苑871号 2013年5月）
○「日本語話者の 好まれる言い回しとしての「ていく/くる」の補助動詞的な用法対応する韓国語の「ekata/ota」との比較を通し
て」（日本認知言語学会論文集第10巻 2010年5月）
○「日本語話者の好まれる言い回し「てもらう」それに対応する韓国語表現との比較対照を通して」（言語文化教育研究第2号 2008
年3月）
友野 清文（ともの きよふみ）教授 教育原理，教職概論，生徒指導進路指導の研究［近代日本教育史，ジェンダー
論］
○「学生参加型授業への挑戦『教育原理』での試みと課題」（青山学院大学 教職研究第1号 2015年）
○「ワークライフバランスに関する学生の意識について:自己理解（総合科目）の実践から」（青山スタンダード論集第10号 2015
年1月）
○『教職のための教育原理』（共著） 八千代出版 2015年
○「英国における男女共学別学論の動向」（学苑883号 2014年5月）
○『ジェンダーから教育を考える 共学と別学／性差と平等』丸善プラネット 2013年
西脇 和彦（にしわき かずひこ）教授 社会学，生活文化［社会学］
○『ブックレット 近代文化研究叢書9高度成長期の生活文化新聞記事にみる郊外の団地ニュータウンの視点から』昭和女子大学
近代文化研究所 2013年
○『ブックレット 近代文化研究叢書4昭和30年代の生活世界生活マンガの視点から』昭和女子大学 近代文化研究所 2005年
○「マスサバービア考 Ⅰ～Ⅵ」（学苑704号1998年 715号1999年 726号2000年 748号2002年 853号2011年 887号
2014年）
○「1970年代以降の日本社会（1）～（3）」（学苑829号2009年 865号2012年 881号2014年）
ボルジギンフスレ（HuselBorjigin）准教授 中国現代史，地域国際［東アジア国際関係，モンゴル学］
○『中国共産党国民党の対内モンゴル政策（1945～49年） 民族主義運動と国家建設との相克』風響社 2011年
○『ノモンハン事件（ハルハ河会戦）70周年 2009年ウランバートル国際シンポジウム報告論文集』（共著）風響社 2010年
○『内モンゴル西部地域民間土地寺院関係資料集 第1集』（共編著）風響社 2011年
○『20世紀におけるモンゴル諸族の歴史と文化 2011年ウランバートル国際シンポジウム報告論文集』（共著）風響社 2012年
○『ハルハ河ノモンハン戦争と国際関係』（共著）三元社 2013年
フフバートル（B.Huhbator）教授 エスニシティ論，ことばと社会［社会言語学，モンゴル学］
○『世界の言語政策 第2集』（共著）くろしお出版 2007年
○『モンゴル語近代語彙登場の母体「蒙話報」誌研究』青山社 2012年
○『多言語主義再考 多言語状況の比較研究』（共著）三元社 2012年
○「内モンゴルにおける モンゴル人民共和国文学の受容20世紀前半のモンゴル語定期刊行物の資料を中心に（上）」（日本モンゴル学
会紀要第44号 2014年）
○「内モンゴルにおけるモンゴル人民共和国文学の受容20世紀前半のモンゴル語定期刊行物の資料を中心に（下）」（日本モンゴル学
会紀要第45号 2015年）
（五十音順，［ ］内は主な研究分野）
